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裕

  近年のコンピュータネットワーク技術の進歩と電子メールやISDNの普及を背景に，グルー

プの協同作業を支援するシステム「グループウェア」に対する期待が高まってきた。また計算機

科学，社会科学の両面からグループヮークの理解とそのコンピュ一夕支援にっいて研究する

CSCW (Computer－Supported Cooperative Work）が学際的研究分野として広く認知され

るようになり，グループウェア設計方式の確立に向けた研究を牽引するカとなっている。

  従来のワードプロセッサやスプレッドシートに代表される個人用アプリケーションにおいて

は，デー夕構造とそれに対する操作が設計の焦点であった。しかし分散した複数のユーザにまた

がるタスクを支援するグループウェアにおいては，人々の間のダイナミックなコミュニケーショ

ンの特質に基づいた新しいシステム設計方式が求められる。

  本論文では3種類の新しいグループウェア設計方式を提案し，実装と試用を通じてその効用を

明らかにする。

  第1のアプローチは，オフィスプロシジャモデルに基づくメッセージ駆動型の非同期グループ

ウェアCOOKBOOKである。本方式では，組織における帳票処理の流れ（オフアスプロシジャ゜）

をコンピュ一夕内にモデル化し，それを分散プ口グラムとしてシステムに解釈実行させることに

より，複数のオフィスワーカの間にまたがる処理の流れを構造化電子メ―ルを用いて制御・追跡

させることを可能とする。

  第2のアプローチは，「開放型協同作業空間－のコンセプトに基づくマルチメディア・リア

ルタイム・グループウェアTeam WorkStationである。本方式では遠隔地のューザとの間で

互いのコンピュ一夕画面と机上映像を半透明．ビデオオーバレイしながら共用する技術により，

既存のコンピュータアプリケーションに加え，印刷物や手書き，ハンドジェスチャなど多様な

メディアを同時混在利用できるオープンな協同作業空間を実現する。さらにグループメンバの

顔画像と協同作業空間の映像を半透明ビデオオーバーレイする新しいマルチュ―ザイン夕
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フェース技術ClearFaceによりTeamWorkStationの共用画面スペースの有効利用を可能とし

ている。

  第3のアプローチは，従来のりアルタイム分散型グループウェアにおいて別画面あるいは別ウ

インドウに分かれていた恊同作業空間と対面対話空間の統合を目指した協同描画グループウェア

  ClearBoardである。本方式では「透明なガラス板越しに対話をし，ガラス板の上に描画す

る」というClearBoardの基本メタファを光学技術と協同ビデオ描画技術に基づき実現し，協

同描画における視線の有効利用を可能とする。゛

  本論文は以下に示す6章より構成されている。

  第1章は序論で，本研究の背景であるCSCWの概念とグループウェア技術の実例と分類につ

いて述ベ，本研究の目的と位置付けを明かにする。

  第2章ではオフアスプロシジャモデルOM－1に基づくメッセージ駆動型グループウェア

COOKBOOKの設計方式にっいて述べる。具体的にはまずオフィスワークの記述分析から支援

システム実現までを一貫してサポートできる枠組の必要性を明かにする。そして定型的なオ

フアスプロシジャを記述するためのモデルOM－1(Office Model One）の基本オブジェク卜

と知識表現例，グラフィックスを活かした記述支援ツール（BOOK）にっいて述べる。続いて

このオフアスプ口シジャモデルを分散コンピュー夕環境で解釈実行するため，構造化電子メー

ル技術を用いて実現したオフィスプ口シジャ実行制御方式にっいて述べる。そして本プ口トタ

イプ試用を通して確認した特徴：（1）システムはプロシジャの実行状況を常に把握しているため

ユーザは常に最新の状況を問い合わせることが出来る，(2) UNIXの電子メ―ルを基本通信手段

として利用しているため導入が容易，(3)プロシジャ実行制御部と各担当者が処理するアプリ

ケーション部を分離した構成のため他のグループアプリケーションへの拡張が容易，等にっい

て報告する。最後にプロシジャ実行中に発生する例外処理の問題と，それを克服するために必

要なモデルの拡張にっいて論じる。

  第3章では解放型協同作業空間を実現したマルチメディア・リアルタイム・グループウェア

TeamWorkStationの設計方式にっいて述べる。本論文ではまずクリティカルマスの壁を越え

るために「開放型協同作業空間」（Open Shared Workspace）の概念を提唱し，現在のグルー

プウェア環境におけるシーム（不連続面）の問題と関連付けてその重要性を論じる。そして従

来のりアルタイム協同作業空間実現方式をサーベイし，コンピュータとビデオをフュージョン

する新しい方式を提案する。本方式では遠隔地のューザとの間で互いのコンピョー夕画面と机

上映像を半透明ビデオオーバレイしながら共用する。その結果，使い慣れた個人作業用ツ―ル
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（コンピュータツール，手書き，印刷物，ハンドジェスチャなど）をそのまま協同作業にも利用

できるためにユーザの認知的負荷を大きく軽減できる。Team WorkStationを用いたシステム

設 計 ， 書 道 教 育 ， 機 械 操 作 指 導 な ど の評 価実 験 の結 果に っい ても 報告 する 。

  第4章ではTeam WordStationの共用画面のスペースの有効利用のために，考案実装した新

しいマルチユーザインタフェース技術ClearFaceにっいて述べる。ClearFaceではグループ

メンバの顔画像を恊同作業空間の映像の上に半透明オーバレイする。本章では従来のタイリン

グ／オーバーラッピングウインドウ方式の問題点を解決するためにClearFaceを提案し，その

実現法と協同描画における試用実験の結果にっいて述べる。人間の持つ選択的注視の機能により

ClearFaceにおける顔画像と描画映像を選択的に見ることが容易であることを示す。

  第5章では相手の顔やジェスチャを見ながら対話を行う空間(Inter―Personal Space）と

協同作業を支援する空間(Shared Workspace）の統合を目指した協同描画グループウェア

ClearBoardの設計方式にっいて述べる。従来のりアルタイム分散型グループウェアでは両空

間は別画面あるいは別ウインドウに分かれており，その間にシーム（不連続面）が存在した。

ClearBoardはこのシームを取り除き両空間を連続的に統合する。本論文ではまず，両空間統

合のために考案した「透明なガうス板越しに対話をし，ガラス板の上に描画する」という

ClearBoardの基本メタファにっいて述べる。そしてその実現方式として光学技術と協同描画

支援技術を用いたプロトタイプシステムの構成を示す。さらにそのプロトタイプの評価実験を

通して明らかになった相手の視線を読める効用（gaze awareness）にっいて論じる。

  第6章は総論であり，本研究で得られた成果を要約するとともに，今後のグループウェア研究

の方向にっいて展望する。コンピュ一夕をべースとした従来の構造的なグループウェア設計アプ

口ーチの限界を克服し，人と人のダイナミックなインタラクションを支援するためには′

TeamWorkStationやClearBoardに代表されるビデオを基本メディアとする設計アプ口一チ

との融合が不可欠であることを述べる。
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学位論文審査の要旨

    主査  教授  栃内香次

    副査  教授  田中  譲

    副査  教授  宮本衛市

    副査  教授  伊藤精彦

  近年のコンピュータネットワーク技術の進歩と電子メールやISDNの普及を背景に，グルー

プの協同作業を支援するシステム「グループウェア」に対する期待が高まっている。そして，こ

のようなグループヮークとそのコンピュー夕支援に関する計算機科学，社会科学の両面にわたる

学際的な研究分野であるCSCW(Computer Supported Cooperative Work）が広く認知され，

グ ル ー プ ウ ェ ア 設 計 方 式 の 確 立 に 向 け た 研 究 を 牽 引 す る カ と な っ て い る 。

  本論文は3種類の新しいグル―プウェア，すなわち

1)オ フ ィ ス プ ロ シ ジ ャ モ デ ル に 基 づ く メ ッ セ ー ジ 駆 動 型 グ ル ー プ ウ ェ ア ，

2）開放型協同作業空間概念に基づくマルチメディアリアルタイムグループウェア，および

3)上記協同作業空間とユ―ザ間の対面対話空間とを融合させた協同描画グループウェア，

とその設計方式を提案し，試作システムの試用による評価実験を通じてその効用を明らかにした

もので，6章からなる。

  第1章は序論で，本研究の背景であるCSCWの概要を述ベ，本研究の目的と位置付けを述べ

ている。

  第2章ではオフィスプ口シジャモデルOM－1に基づくメッセ―ジ駆動型グループウェア

COOKBOOKの設計方式にっいて述べている。具体的にはまずオフィスワークの記述分析から

支援システム実現までを一貫してサポートできる枠組の必要性を明らかにしている。そして定型

的なオフィスプ口シジャを記述するためのモデルOM－1（Office Model One）と記述支援ツー

ルにっいて述べている。続いてこのオフィスプロシジャモデルを分散コンピュー夕環境で解釈実

行するため，構造化電子メール技術を用いて実現したオフアスプロシジャ実行制御方式にっいて

述ベ，本プロトタイプ試用の結果確認された有効な機能，及びプ口シジャ実行中に発生する例外

処 理の 問題 と，それを克服するために必 要なモデルの拡張にっいて論じている。

  第3章では開放型協同作業空間を実現したマルチメディア・リアルタイム・グループウェア

TeamWorkStationの設計方式にっいて述べている。本章ではまず「開放型協同作業空間」
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（Open Shared Workspace）の概念を提案し，現在のグル―プウェア環境におけるシ―ム（不

連続面）の問題と関連付けてその重要性を論じている。そして半透明ビデオオーバレイ技術を用

いた新しい協同作業空間実現方式を提案し，さらにTeamWorkStationを用いたシステム設計，

書道教育，機械操作指導などの評価実験の結果，及びオーバレイアプ口―チの問題点にっいて論

じている。

  第4章ではTeamWorkStationの共用画面のスペースの有効利用のための新しいマルチユー

ザインタフェ―ス技術として，グループメンバの顔画像を協同作業空間の映像の上に半透明オー

バレイするClearFaceにっいて提案し，さらにその実現法と協同描画における試用実験の結果

にっいて述べ，人間の持つ選択的注視の機能により顔画像と描画映像を選択的に見ることが容易

であることを示している。

  第5章では相手の顔やジェスチャを見ながら対話を行う空間と協同作業を支援する空間の統合

を目指した協同描画グル―プウェアClearBoardを提案し，その設計方式にっいて述べている。

本章ではまず，両空間統合のために考案した「透明なガラス板越しに対話をし，ガラス板の上に

描画する」というClearBoardの基本概念にっいて述べている。そしてその実現方式として光

学技術と恊同描画支援技術を用いたプ口トタイプシステムの構成を示し，さらにそのプロトタイ

プの評価実験を通して明らかになった相手の視線を読める効用(gaze awareness)にっいて論

じ て い る 。

  第 6章 は 結 論 で あ り ， 本 研 究 で 得 ら れ た 成 果 を 要 約 し て 述 べ て い る 。

  以上を要するに本論文は，遠隔分散型グループウェアの設計法にっいて，独創的な3っのグルー

プウェア設計方式を提案してシステムの試作を行い，試用によってその効用を評価したもので，

グループウェア工学ならびにマンマシンインタフェース工学に寄与するところ大である。よっで，

著者は博士（工学）の学位を授与される資格あるものと認める。
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